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互
い
を
認
め
合
え
る
、
優
し
い
社
会
に

　
飯
山
小
学
校
長
　
　
村
田
　
忠
久

　
「
私
が
な
か
よ
し
月
間
で
学
ん
だ

こ
と
は
、二
つ
あ
り
ま
す
。一つ
目
は
、

権
利
の
大
切
さ
で
す
。
二
つ
目
は
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
大
切
さ

で
す
。」

　
こ
の
言
葉
は
、
12
月
16
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
51
回
差
別
の
な
い

明
る
い
飯
山
市
を
築
く
市
民
大
会
」

で
、
本
校
の
６
年
生
が
発
表
し
た

作
文
の
言
葉
で
す
。
本
年
度
、
飯

山
小
学
校
で
は
、
９
月
４
日
か
ら

９
月
29
日
ま
で
を
「
な
か
よ
し
月

間
」
と
位
置
づ
け
、
友
達
の
苦
し

み
や
悩
み
に
気
づ
き
、
心
を
寄
せ
、

自
分
の
問
題
と
し
て
解
決
し
て
い
こ

う
と
す
る
意
志
と
実
践
力
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
、
様
々
な
内
容
に
つ

い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
す
る

と
、
長
野
県
警
察
本
部
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
山
田
恵
津
子
さ
ん

を
講
師
と
し
て
行
っ
た
講
演
会
、

校
長
講
話
、
子
ど
も
た
ち
の
計
画

に
よ
る
仲
良
し
タ
イ
ム
等
で
す
。
ま

た
、
各
学
級
で
は
、
学
級
の
実
態

に
応
じ
た
人
権
教
育
の
授
業
実
践

の
ほ
か
、
人
権
作
文
や
人
権
標
語
、

ポ
ス
タ
ー
作
り
等
に
も
取
り
組
み
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
た

り
、
人
権
感
覚
を
高
め
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
や
中
学
校
で
は
、
人
権

教
育
の
視
点
を
も
っ
て
日
々
の
教

育
活
動
を
行
う
ほ
か
、「
な
か
よ
し

月
間
」
の
よ
う
に
重
点
的
に
人
権

教
育
に
取
り
組
む
期
間
を
設
定
し
、

人
権
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
人
権
感
覚
を
育
て

て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
大
人
も

人
権
感
覚
を
磨
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
自
分
が
無
意
識
に
も
っ
て
い
る

固
定
的
な
思
い
込
み
や
偏
見
に
気

づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ａ
Ｃ
ジ
ャ

パ
ン
の
「
聞
こ
え
て
き
た
の
は
男
性

の
声
で
す
か
、
女
性
の
声
で
す
か
」

と
い
う
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
平
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

で
す
が
、
み
な
さ
ん
に
は
男
性
、
女

性
、
ど
ち
ら
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
互
い
を
認
め
合

え
る
、
優
し
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

人権学習
シリーズ

　
少
子
化
や
教
職
員
の
働
き
方
改

革
が
進
み
、
部
活
動
の
従
来
ど
お

り
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

中
学
校
の
部
活
動
。
そ
の
対
応
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
を
「
改

革
推
進
期
間
」
と
し
て
、
学
校
部

活
動
の
地
域
連
携
や
地
域
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
に
向
け
た
環
境
整
備

（
地
域
移
行
）
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
を
受
け
、

長
野
県
は
令
和
８
年
度
を
目
途

に
、
休
日
の
部
活
動
を
地
域
へ
移

行
す
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
で
も
学
校
、
競
技
団

体
、
教
育
委
員
会
に
よ
る
検
討
が

始
ま
っ
て
お
り
、
既
に
城
南
中
学

校
・
城
北
中
学
校
の
卓
球
部
を
モ

将
来
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

中
学
校
の
休
日
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

全
中
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
ス
ポ
・
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
・
Ｗ
杯

飯
山
か
ら
の
出
場
選
手
の
皆
さ
ん

児
童
・
生
徒
も
被
災
地
に
思
い
を
寄
せ
て

小
中
学
校
の
災
害
義
援
金
の
取
り
組
み

飯
山
市
は
パ
ー
ト
ナ
ー
自
治
体

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
へ
出
か
け
ま
せ
ん
か

　
飯
山
か
ら
全
国
大
会
、
世
界
大

会
に
出
場
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
、
飯
山
市
在
住

選
手
を
掲
載
）

第
61
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
６
〜
９
日
、
野
沢
温
泉
村
）

◆
ア
ル
ペ
ン　
宮
澤
優
輝
（
城
北

　
中
）、
山
田
さ
く
ら
（
城
北
中
）、

　
荻
原
志
曙（
城
北
中
）

◆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
髙
橋
優　

　

太
朗
（
城
南
中
）、
斉
藤
隆
希

　
（
城
南
中
）、
石
川
優
菜
（
城
南

　

中
）、
伊
東
咲
幸
（
城
南
中
）、

　

木
内
絢
花
（
城
北
中
）、
田
中

　
希
果
（
城
北
中
）

◆
ジ
ャ
ン
プ　
村
山
未
来
翔
（
城

　
南
中
）、
大
塚
愛
佳
（
城
北
中
）

第
73
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
７
〜
11
日
、富
山
県
南
砺
市
他
）

◆
ア
ル
ペ
ン　
髙
橋
駈
琉
（
長
野

　

俊
英
高
校
）、
保
坂
宙
（
長
野

　

俊
英
高
校
）、
堀
川
七
桜
（
旭

　
川
明
成
高
校
）、鈴
木
華
夏
（
中

　
野
西
高
校
）

◆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
大
日
方

　

彩
吹
（
飯
山
高
校
）、
岡
田
滉

　
樹（
飯
山
高
校
）、小
坂
璃
彩（
飯

　
山
高
校
）、
髙
橋
幸
由
実
（
飯

　
山
高
校
）、
篠
原
真
仁
（
長
野

　
日
本
大
学
高
校
）、山
﨑
宏
（
下

　
高
井
農
林
高
校
）

◆
リ
レ
ー　
飯
山
高
校
男
子
、
飯

　
山
高
校
女
子

◆
ジ
ャ
ン
プ　
坂
本
季
花
（
飯
山

　
高
校
）

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬

季
ス
キ
ー
競
技
会

（
２
月
21
〜
24
日
、山
形
県
）

◆
ア
ル
ペ
ン　
保
坂
宙
（
長
野
俊

　

英
高
校
）、
堀
川
七
桜
（
旭
川

　
明
成
高
校
）

◆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
小
坂
璃

　

彩
（
飯
山
高
校
）、
小
林
千

　

佳
（
長
野
日
野
自
動
車
）、

　
浦
野
裕
之
（
飯
山
市
ス
キ
ー
ク

　
ラ
ブ
）

Ｆ
Ｉ
Ｓ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

世
界
選
手
権
（
２
月
、ス
ロ
ベ
ニ
ア
）

◆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
小
林
皓

　
生
（
中
央
大
学
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
・
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
１
月
、
ド
イ
ツ
他
）

◆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
小
林
千

　
佳
（
長
野
日
野
自
動
車
）

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

協
会
卓
球
部
の
指
導
が
、
昨
年
10

月
よ
り
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
指

導
を
受
け
る
生
徒
か
ら
は
、「
平

日
と
は
違
う
指
導
が
受
け
ら
れ
刺

激
が
あ
る
」、「
専
門
的
な
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
苦
手

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
軟
式
野
球
で
も
、
両
中

学
校
の
軟
式
野
球
部
員
が
加
入
で

き
る
新
た
な
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
決

め
、
今
月
下
旬
に
設
立
総
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
際
し
、
市
内
小
中
学
校
で

も
義
援
金
を
送
る
な
ど
の
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
南
中
学
校
で
は
、
１
月
下

旬
に
生
徒
会
で
募
金
活
動
を
実

施
。
生
徒
や
保
護
者
な
ど
か
ら

11
万
９
０
５
２
円
が
集
ま
り
、
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
石
川
県
に
送

り
ま
し
た
。

　

１
９
３
０
年
代
（
昭
和
初
期
）

よ
り
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
、
戦

争
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
を
出
し
た

満
蒙
開
拓
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

満
蒙
開
拓
で
は
、
長
野
県
が

全
国
で
最
も
多
い
三
万
人
あ
ま
り

の
開
拓
民
を
送
り
出
し
て
お
り
、

飯
山
市
か
ら
も
一
千
人
を
超
え
る

方
々
が
満
州
に
渡
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
飯
山
市
で
は
、
こ
の

　
こ
の
ほ
か
、
岳
北
４
市
村
（
飯

山
市
、
木
島
平
村
、野
沢
温
泉
村
、

栄
村
）
の
教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
広
域
で
連
携
し
、
休
日
部

活
動
の
地
域
移
行
に
取
り
組
む
仕

組
み
づ
く
り
の
検
討
を
始
め
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
生
徒
た
ち
の
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
文
化
の
活
動
が
実
施
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　
℡
67-

０
７
４
６
（
課
代
表
）

　
そ
の
他
、
秋
津
小
学
校
で
は
資

源
回
収
収
益
金
の
一
部
な
ど
を
被

災
地
に
送
る
取
り
組
み
、
常
盤
小

学
校
で
は
収
穫
し
た
も
ち
米
の
販

売
収
益
や
児
童
会
の
募
金
活
動
な

ど
に
よ
り
被
災
地
に
義
援
金
を
送

る
取
り
組
み
を
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

（
い
ず
れ
も
令
和
６
年
２
月
１
日

現
在
の
状
況
）

悲
惨
な
歴
史
を
後
世
に
伝
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
平
和
へ
の
思
い
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
館
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
自
治
体
」
と
し
て
登

録
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
自
治

体
に
住
む
市
民
の
方
が
入
館
料
無

料
と
な
る
「
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー

ウ
ィ
ー
ク
」
が
以
下
の
と
お
り
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

一
度
お
出
か
け
に
な
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。（
関
連
17
㌻
）

満蒙開拓平和記念館
・所在地　下伊那郡阿智村駒場７１１番地10
・電　話　0265-43-5580
・入館料　一般：600円　小中高生：300円 

【自治体パートナーウィーク】
　令和6年（2024年）3月3日（日）～15日（金）
　自治体パートナーウィークの10日間は、飯山市民
の方は入館無料となります。（来館の際は運転免許証
等の住所がわかるものをご持参ください）

　飯山市では、より良い保育環境を実現するための課題や、
今後の保育のあり方を具体的に定めていくため「飯山市未
来の保育検討会」で検討を行っていきます。
　検討にあたり、広く市民の皆さまの声を反映させるため、
公募委員を以下のとおり募集します。
■応募資格（次の要件に該当する方）
（１）飯山市に住民登録している20歳以上の方
（２）他の審議会等の公募による委員に選任されていない方
（３）飯山市の議会議員または職員でない方
（4）市税等を滞納していない方
■募集人員　２名
■受付期間　令和6年2月13日（火）～3月8日（金）
■任　　期　１年間（令和７年３月まで）
■謝　　礼　謝礼として要領で定める額をお支払いします
■応募方法　
　応募申込書に必要事項をご記入のうえ、子ども育成課窓
口（市役所3階）へ持参、郵送、電子メール（kodomo@
city.iiyama.nagano.jp）またはＦＡＸ（℡62-5990）で提
出してください。なお応募申込書は市ホームページからも
ダウンロードできます。
■お問合せ
　子ども育成課子育て支援係　
　電話67－0741（課代表）

「飯山市未来の保育検討会」
公募委員を募集します

　　詳しくは
飯山市ームページを
　 ご覧ください

スポーツ協会卓球部の指導者から
指導を受ける城南中学校生徒。


